
 
 

 

一 

 
 
 

国
有
林
野
事
業
に
従
事
す
る
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
特
例
法
案 

 

（
趣
旨
） 

第
一
条 
こ
の
法
律
は
、
国
有
林
野
事
業
に
従
事
す
る
職
員
の
職
務
と
責
任
の
特
殊
性
に
基
づ
き
、
そ
の
給
与
等
に
関
し
国
家

公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
の
特
例
等
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
定
義
） 

第
二
条 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
国
有
林
野
事
業
」
と
は
、
国
有
林
野
の
管
理
経
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第

二
百
四
十
六
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
国
有
林
野
事
業
を
い
う
。 

２ 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
職
員
」
と
は
、
国
有
林
野
事
業
に
従
事
す
る
一
般
職
の
国
家
公
務
員
（
管
理
又
は
監
督
の
地
位
に

あ
る
者
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
官
職
に
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
を
い
う
。 

 

（
給
与
の
根
本
原
則
） 

第
三
条 

職
員
の
給
与
は
、
そ
の
職
務
の
内
容
と
責
任
に
応
ず
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
職
員
が
発
揮
し
た
能
率
が
考
慮
さ
れ

る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

職
員
の
給
与
は
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
九
十
五
号
）
の
適
用
を
受
け
る
国
家



 

 
 

 

二 

公
務
員
及
び
民
間
事
業
の
従
業
員
の
給
与
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
給
与
準
則
） 

第
四
条 
農
林
水
産
大
臣
又
は
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
は
、
職
員
に
対
し
て
支
給
す
る
給
与
に

つ
い
て
給
与
準
則
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
給
与
総
額
） 

第
五
条 

職
員
の
う
ち
国
有
林
野
事
業
を
行
う
国
の
行
政
機
関
の
業
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
恒
常
的
に
置
く
必
要
が
あ
る
職
に

充
て
る
べ
き
常
勤
の
職
員
に
係
る
給
与
準
則
に
つ
い
て
は
、
そ
の
給
与
準
則
に
基
づ
い
て
各
会
計
年
度
に
お
い
て
支
出
す
る

給
与
の
額
が
、
そ
の
会
計
年
度
の
予
算
の
中
で
給
与
の
総
額
と
し
て
定
め
ら
れ
た
額
を
超
え
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
た
だ
し
、
中
央
労
働
委
員
会
の
裁
定
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
裁
定
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
金
額
を
、

予
算
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
財
務
大
臣
の
承
認
を
受
け
て
、
給
与
と
し
て
支
給
す
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 

（
定
年
） 

第
六
条 

職
員
に
関
す
る
国
家
公
務
員
法
第
八
十
一
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
八
十
一
条
の
三
第
二
項
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
八
十
一
条
の
二
第
一
項
中
「
第
五
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
任
命
権
者
若
し
く
は
法
律
で
別



 
 

 

三 

に
定
め
ら
れ
た
任
命
権
者
」
と
あ
る
の
は
「
国
有
林
野
事
業
に
従
事
す
る
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
特
例
法
第
四
条
に
規
定

す
る
農
林
水
産
大
臣
又
は
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
（
以
下
「
農
林
水
産
大
臣
等
」
と
い
う
。
）
」

と
、
同
条
第
二
項
中
「
人
事
院
規
則
で
」
と
あ
る
の
は
「
農
林
水
産
大
臣
が
」
と
、
同
法
第
八
十
一
条
の
三
第
二
項
中
「
人

事
院
の
承
認
を
得
て
」
と
あ
る
の
は
「
農
林
水
産
大
臣
等
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
」
と
す
る
。 

 

（
勤
務
時
間
等
） 

第
七
条 

農
林
水
産
大
臣
又
は
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
は
、
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
憩
、
休
日

及
び
休
暇
に
つ
い
て
規
程
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
の
規
程
は
、
一
般
職
の
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
三
号
）
の
適
用
を
受

け
る
国
家
公
務
員
の
勤
務
条
件
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
他
の
法
律
の
適
用
除
外
等
） 

第
八
条 

次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
は
、
職
員
に
は
適
用
し
な
い
。 

 

一 

国
家
公
務
員
法
第
十
八
条
、
第
二
十
八
条
（
第
一
項
前
段
を
除
く
。
）
、
第
六
十
二
条
か
ら
第
七
十
条
ま
で
、
第
七
十

五
条
第
二
項
及
び
第
百
六
条
の
規
定 



 

 
 

 

四 

 
二 

国
家
公
務
員
の
寒
冷
地
手
当
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
号
）
の
規
定 

 

三 
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の
規
定 

 

四 

国
家
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
九
号
）
第
五
条
第
二
項
、
第
八
条
、
第
九
条
、
第

十
六
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で
及
び
第
二
十
四
条
か
ら
第
二
十
六
条
ま
で
の
規
定 

 

五 

一
般
職
の
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
法
律
の
規
定 

 

六 

一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
、
給
与
及
び
勤
務
時
間
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
平
成
九
年
法
律
第
六
十
五
号
）
第

六
条
か
ら
第
八
条
ま
で
の
規
定 

 

七 

一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
及
び
給
与
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
第
七
条
か
ら

第
九
条
ま
で
の
規
定 

 

八 

国
家
公
務
員
の
自
己
啓
発
等
休
業
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
五
条
第
二
項
及
び
第
七
条
の

規
定 

 

九 

国
家
公
務
員
の
配
偶
者
同
行
休
業
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
七
十
八
号
）
第
五
条
第
二
項
及
び
第
八
条

の
規
定 



 
 

 

五 

２ 

第
四
条
に
規
定
す
る
給
与
準
則
は
、
国
家
公
務
員
法
第
八
十
条
第
四
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
給
与
に
関

す
る
法
律
と
み
な
す
。 

３ 

職
員
に
関
す
る
国
際
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
一
般
職
の
国
家
公
務
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第

百
十
七
号
）
第
五
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中
「
俸
給
、
扶
養
手
当
、
地
域
手
当
、
広
域
異
動
手
当
、

研
究
員
調
整
手
当
、
住
居
手
当
及
び
期
末
手
当
の
そ
れ
ぞ
れ
百
分
の
百
以
内
」
と
あ
る
の
は
「
給
与
」
と
し
、
同
条
第
二
項

中
「
人
事
院
規
則
（
派
遣
職
員
が
検
察
官
の
俸
給
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
七
十
六
号
）
の
適
用
を
受
け

る
職
員
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
法
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
準
則
）
」
と
あ
る
の
は
「
国
有
林
野
事
業
に
従
事
す

る
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
特
例
法
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第 

 
 

号
）
第
四
条
に
規
定
す
る
給
与
準
則
」
と
す
る
。 

４ 

職
員
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
一
号
イ
及
び
第
二
号
イ
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
中「
俸

給
、
扶
養
手
当
、
地
域
手
当
、
広
域
異
動
手
当
、
研
究
員
調
整
手
当
、
住
居
手
当
及
び
期
末
手
当
の
そ
れ
ぞ
れ
百
分
の
百
以

内
」
と
あ
る
の
は
「
給
与
」
と
し
、
第
一
号
ロ
及
び
第
二
号
ロ
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
中
「
人
事
院
規
則
（
派
遣
職
員
が
検

察
官
の
俸
給
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
七
十
六
号
）
の
適
用
を
受
け
る
者
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
同

法
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
準
則
）
」
と
あ
る
の
は
「
国
有
林
野
事
業
に
従
事
す
る
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
特
例
法
（
平



 

 
 

 

六 

成
二
十
七
年
法
律
第 

 
 

号
）
第
四
条
に
規
定
す
る
給
与
準
則
」
と
す
る
。 

 

一 
平
成
三
十
二
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
・
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
七
年
法

律
第
三
十
三
号
）
の
規
定
で
次
に
掲
げ
る
も
の 

 
 

イ 

第
十
九
条
第
二
項 

 
 

ロ 

第
十
九
条
第
三
項 

 

二 

平
成
三
十
一
年
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
大
会
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
三
十
四
号
）
の
規
定
で
次
に

掲
げ
る
も
の 

 
 

イ 

第
六
条
第
二
項 

 
 

ロ 

第
六
条
第
三
項 

５ 

職
員
に
関
す
る
国
家
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
一
項
、
第
十
二
条
第
一
項
、
第
十
五
条
及
び
第
二

十
二
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
勤
務
時
間
法
第
十
九
条
に
規
定
す
る
特
別
休
暇

の
う
ち
出
産
に
よ
り
職
員
が
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当
で
あ
る
場
合
と
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
場
合
に
お
け
る
休
暇
」

と
あ
る
の
は
「
国
有
林
野
事
業
に
従
事
す
る
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
特
例
法
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第 

 
 

号
）
第
七



 
 

 

七 

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
規
程
で
定
め
る
休
暇
の
う
ち
職
員
が
出
産
し
た
場
合
に
お
け
る
休
暇
」
と
、
「
同
条
の
規
定
に

よ
り
人
事
院
規
則
で
定
め
る
期
間
」
と
あ
る
の
は
「
規
程
で
定
め
る
期
間
」
と
、
「
人
事
院
規
則
で
定
め
る
期
間
内
」
と
あ

る
の
は
「
規
程
で
定
め
る
期
間
内
」
と
、
「
当
該
休
暇
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
勤
務
時
間
法
第
二
十
三
条
の
規

定
に
よ
り
人
事
院
規
則
で
定
め
る
休
暇
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
休
暇
」
と
、
同
法
第
十
二
条
第
一
項
中
「
次
の
各
号
に
掲
げ

る
い
ず
れ
か
の
勤
務
の
形
態
（
勤
務
時
間
法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
に
あ
っ
て
は
、
第
五
号
に
掲
げ

る
勤
務
の
形
態
）
」
と
あ
る
の
は
「
五
分
の
一
勤
務
時
間
（
当
該
職
員
の
一
週
間
当
た
り
の
通
常
の
勤
務
時
間
（
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
「
週
間
勤
務
時
間
」
と
い
う
。
）
に
五
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
時
間
に
端
数
処
理
（
五
分
を
最
小
の
単
位
と
し
、

こ
れ
に
満
た
な
い
端
数
を
切
り
上
げ
る
こ
と
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
行
っ
て
得
た
時
間
を
い
う
。
第

十
五
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
二
を
乗
じ
て
得
た
時
間
に
十
分
の
一
勤
務
時
間
（
週
間
勤
務
時
間
に
十
分
の
一
を
乗
じ
て
得

た
時
間
に
端
数
処
理
を
行
っ
て
得
た
時
間
を
い
う
。
同
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
加
え
た
時
間
か
ら
八
分
の
一
勤
務
時
間
（
週

間
勤
務
時
間
に
八
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
時
間
に
端
数
処
理
を
行
っ
て
得
た
時
間
を
い
う
。
）
に
五
を
乗
じ
て
得
た
時
間
ま

で
の
範
囲
内
の
時
間
と
な
る
よ
う
に
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
勤
務
の
形
態
」
と
、
同
法
第
十
五
条
中
「
十
九
時
間
二
十
五

分
か
ら
十
九
時
間
三
十
五
分
」
と
あ
る
の
は
「
五
分
の
一
勤
務
時
間
に
二
を
乗
じ
て
得
た
時
間
に
十
分
の
一
勤
務
時
間
を
加



 

 
 

 

八 

え
た
時
間
か
ら
十
分
の
一
勤
務
時
間
に
五
を
乗
じ
て
得
た
時
間
」
と
、
同
法
第
二
十
二
条
中
「
第
十
五
条
か
ら
前
条
ま
で
」

と
あ
る
の
は
「
第
十
五
条
及
び
前
二
条
」
と
す
る
。 

６ 

職
員
に
関
す
る
労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
十
二
条
第
三
項
第
四
号
及
び
第
三
十
九
条
第
八
項

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
十
二
条
第
三
項
第
四
号
中
「
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う

労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
六
号
）
第
二
条
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
「
国
家
公
務
員
の
育
児
休

業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
九
号
）
第
三
条
第
一
項
」
と
、
「
同
条
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
育
児
休
業
、

介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
六
号
）第
二
条
第
二
号
」

と
、
同
法
第
三
十
九
条
第
八
項
中
「
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律

第
二
条
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
「
国
家
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
一
項
」
と
、
「
同
条
第
二
号
」
と

あ
る
の
は
「
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
二
号
」
と
す

る
。 

７ 

職
員
に
関
す
る
船
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
号
）
第
七
十
四
条
第
四
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
育

児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
六
号
）
第
二



 
 

 

九 

条
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
「
国
家
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
九
号
）
第
三
条
第
一
項
」

と
、
「
同
条
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法

律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
六
号
）
第
二
条
第
二
号
」
と
す
る
。 

 
 
 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
国
有
林
野
事
業
に
従
事
す
る
職
員
の
労
働
関
係
を
円
滑
に
調
整
す
る
た
め
の
行
政
執
行
法
人
の
労
働

関
係
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第 

 
 

号
）
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
を

超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、附
則
第
十
六
条（
第
四
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）

の
規
定
は
、
民
間
資
金
等
の
活
用
に
よ
る
公
共
施
設
等
の
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成

二
十
七
年
法
律
第 

 
 

号
）
の
公
布
の
日
又
は
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
国
家
公
務
員
法
の
規
定
の
適
用
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

第
二
条 

職
員
に
対
す
る
国
家
公
務
員
法
第
三
章
第
二
節
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
国
家
公
務
員
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
八
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
国
家
公
務
員
法
第
三
章
第
三
節
の
規
定
の
例
に
よ



 

 
 

 

一
〇 

る
。 

 

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

第
三
条 
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
行
為
及
び
前
条
の
規
定
に
よ
り
国
家
公
務
員
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
る
改

正
前
の
国
家
公
務
員
法
第
三
章
第
三
節
の
規
定
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
こ
の
法
律
の
施
行
後
に
し
た
行

為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

 

（
政
令
等
へ
の
委
任
） 

第
四
条 

前
二
条
並
び
に
附
則
第
七
条
及
び
第
十
五
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
伴
い
必
要
な
経
過
措
置

は
、
政
令
（
人
事
院
の
所
掌
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
人
事
院
規
則
）
で
定
め
る
。 

 

（
労
働
基
準
法
及
び
船
員
法
の
一
部
改
正
） 

第
五
条 

次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
中
「
同
条
第
六
項
」
の
下
に
「
及
び
第
七
項
」
を
加
え
る
。 

 

一 

労
働
基
準
法
第
十
二
条
第
三
項
第
四
号 

 

二 

船
員
法
第
七
十
四
条
第
四
項 

 

（
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
） 



 
 

 

一
一 

第
六
条 

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
十
一
条
の
七
第
三
項
中
「
者
又
は
」
の
下
に
「
国
有
林
野
事
業
に
従
事
す
る
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
特
例
法
（
平
成

二
十
七
年
法
律
第 

 
 

号
）
の
適
用
を
受
け
る
職
員
、
」
を
加
え
、
「
行
政
執
行
法
人
職
員
等
」
を
「
給
与
特
例
法
適
用

職
員
等
」
に
改
め
る
。 

 
 

第
十
一
条
の
八
第
三
項
、
第
十
二
条
第
四
項
、
第
十
二
条
の
二
第
三
項
及
び
第
十
四
条
第
二
項
中
「
行
政
執
行
法
人
職
員

等
」
を
「
給
与
特
例
法
適
用
職
員
等
」
に
改
め
る
。 

 

（
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
） 

第
七
条 

国
有
林
野
の
有
す
る
公
益
的
機
能
の
維
持
増
進
を
図
る
た
め
の
国
有
林
野
の
管
理
経
営
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を

改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
四
十
二
号
。
以
下
こ
の
条
及
び
附
則
第
十
五
条
に
お
い
て
「
改
正
管
理
経
営

法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
改
正
管
理
経
営
法
附
則
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
一
般
職

の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
第
十
一
条
の
七
第
三
項
に
規
定
す
る
特
定
独
立
行
政
法
人
職
員
等
で
あ
っ
た
者
と
み
な
さ
れ

た
も
の
に
対
す
る
前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
給

与
法
」
と
い
う
。
）
第
十
一
条
の
七
第
三
項
、
第
十
一
条
の
八
第
三
項
、
第
十
二
条
第
四
項
、
第
十
二
条
の
二
第
三
項
及
び



 

 
 

 

一
二 

第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
者
は
、
新
給
与
法
第
十
一
条
の
七
第
三
項
に
規
定
す
る
給
与
特

例
法
適
用
職
員
等
で
あ
っ
た
者
と
み
な
す
。 

 

（
裁
判
所
職
員
臨
時
措
置
法
の
一
部
改
正
） 

第
八
条 

裁
判
所
職
員
臨
時
措
置
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
九
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
十
号
中
「
第
五
号
」
を
「
第
六
号
」
に
改
め
る
。 

 

（
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
の
一
部
改
正
） 

第
九
条 

国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
八
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
五
条
の
二
第
一
項
中
「
準
ず
る
」
の
下
に
「
給
与
準
則
若
し
く
は
」
を
、
「
法
令
又
は
」
の
下
に
「
給
与
準
則
若
し
く

は
」
を
加
え
る
。 

 
 

附
則
第
二
十
四
項
中
「
準
ず
る
」
の
下
に
「
給
与
準
則
若
し
く
は
」
を
加
え
る
。 

 

（
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
及
び
地
方
公
共
団
体
の
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
） 

第
十
条 

次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
中
「
第
六
十
一
条
第
六
項
」
を
「
第
六
十
一
条
第
七
項
」
に
改
め
る
。 

 

一 

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）
第
七
十
条
の
三
第
一
項
及
び
第
百
四
十
二
条
第



 
 

 

一
三 

二
項
の
表
第
七
十
条
の
三
第
一
項
の
項 

 

二 
地
方
公
共
団
体
の
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
四
十
八
号
）
第
五
条
第
三
項

第
二
号 

 

（
行
政
機
関
の
職
員
の
定
員
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
） 

第
十
一
条 

行
政
機
関
の
職
員
の
定
員
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。 

 
 

第
一
条
第
二
項
第
四
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 
 

四 

国
有
林
野
事
業
に
従
事
す
る
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
特
例
法
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第 

 
 

号
）
第
五
条
に
規

定
す
る
常
勤
の
職
員 

 
 

第
二
条
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て
「
（
内
閣
府
、
各
省
等
の
定
員
）
」
を
付
し
、
同
条
の
次
に
次

の
一
条
を
加
え
る
。 

 

第
三
条 

第
一
条
第
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る
職
員
の
定
員
は
、
政
令
で
定
め
る
。 

 

（
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
） 



 

 
 

 

一
四 

第
十
二
条 

育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十

六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
六
十
一
条
第
三
項
中
「
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
行
政
執

行
法
人
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
行
政
執
行
法
人
」
と
い
う
。
）
の
職
員
」
を
「
国
有
林
野
事
業
に
従
事
す
る
職
員
の
給

与
等
に
関
す
る
特
例
法
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第 

 
 

号
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
給
特
法
」
と
い
う
。
）
の
適
用
を

受
け
る
国
家
公
務
員
」
に
、
「
職
員
に
」
を
「
国
家
公
務
員
に
」
に
、
「
当
該
職
員
の
勤
務
す
る
行
政
執
行
法
人
の
長
」
を

「
給
特
法
第
四
条
に
規
定
す
る
農
林
水
産
大
臣
又
は
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
（
以
下
「
農
林

水
産
大
臣
等
」
と
い
う
。
）
」
に
、
「
職
員
の
配
偶
者
」
を
「
国
家
公
務
員
の
配
偶
者
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
行
政

執
行
法
人
の
長
」
を
「
農
林
水
産
大
臣
等
」
に
、
「
職
員
」
を
「
国
家
公
務
員
」
に
、
「
業
務
」
を
「
公
務
」
に
改
め
、
同

条
第
二
十
四
項
を
同
条
第
三
十
二
項
と
し
、
同
条
第
二
十
三
項
を
同
条
第
三
十
一
項
と
し
、
同
条
第
二
十
二
項
を
同
条
第
三

十
項
と
し
、
同
条
第
二
十
一
項
中
「
（
同
項
に
規
定
す
る
深
夜
を
い
う
。
第
二
十
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
削
り
、
同

項
を
同
条
第
二
十
九
項
と
し
、
同
条
第
二
十
項
を
同
条
第
二
十
六
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。 

 
 

農
林
水
産
大
臣
等
は
、
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子
を
養
育
す
る
給
特
法
の
適
用
を
受
け
る
国
家
公
務
員



 
 

 

一
五 

で
あ
っ
て
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
を
適
用
す
る
と
し
た
な
ら
ば
同
項
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の
が
当
該
子

を
養
育
す
る
た
め
に
請
求
し
た
場
合
に
お
い
て
、
公
務
の
運
営
に
支
障
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
深
夜
（
同
項
に
規
定

す
る
深
夜
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
勤
務
し
な
い
こ
と
を
承
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

前
項
の
規
定
は
、
要
介
護
家
族
を
介
護
す
る
給
特
法
の
適
用
を
受
け
る
国
家
公
務
員
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
同
項
中
「
第
十
九
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
九
条
第
一
項
」

と
、
「
同
項
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
九
条
第
一
項
各
号
」
と
、
「
当
該
子
を

養
育
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
要
介
護
家
族
を
介
護
す
る
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

第
六
十
一
条
第
十
九
項
を
同
条
第
二
十
五
項
と
し
、
同
条
第
十
八
項
中
「
第
十
七
条
第
一
項
の
」
を
「
第
十
七
条
第
一
項
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
四
項
と
し
、
同
条
第
十
七
項
中
「
（
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
制
限
時
間
を
い
う
。
第

十
九
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
二
十
三
項
と
し
、
同
条
第
十
六
項
を
同
条
第
二
十
項
と
し
、
同
項

の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。 

 
 

農
林
水
産
大
臣
等
は
、
給
特
法
の
適
用
を
受
け
る
国
家
公
務
員
に
つ
い
て
労
働
基
準
法
第
三
十
六
条
第
一
項
本
文
の
規

定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
労
働
時
間
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
給
特
法
の
適
用
を
受
け
る
国



 

 
 

 

一
六 

家
公
務
員
で
あ
っ
て
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子
を
養
育
す
る
も
の
（
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
を
適
用
す

る
と
し
た
な
ら
ば
同
項
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の
に
限
る
。
）
が
当
該
子
を
養
育
す
る
た
め
に
請
求
し
た
場

合
で
公
務
の
運
営
に
支
障
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
者
に
つ
い
て
、
制
限
時
間
（
同
項
に
規
定
す
る
制
限
時
間
を

い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
超
え
て
当
該
労
働
時
間
を
延
長
し
て
勤
務
し
な
い
こ
と
を
承
認
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

 
 

前
項
の
規
定
は
、
給
特
法
の
適
用
を
受
け
る
国
家
公
務
員
で
あ
っ
て
要
介
護
家
族
を
介
護
す
る
も
の
に
つ
い
て
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
第
十
七
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十

七
条
第
一
項
」
と
、
「
同
項
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
七
条
第
一
項
各
号
」
と
、

「
当
該
子
を
養
育
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
要
介
護
家
族
を
介
護
す
る
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

第
六
十
一
条
第
十
五
項
を
同
条
第
十
九
項
と
し
、
同
条
第
十
四
項
中
「
前
三
項
」
を
「
第
十
三
項
か
ら
第
十
五
項
ま
で
」

に
、
「
第
十
一
項
中
「
行
政
執
行
法
人
の
職
員
」
を
「
第
十
三
項
中
「
給
特
法
の
適
用
を
受
け
る
国
家
公
務
員
」
に
、
「
職

員
」
と
あ
る
の
は
」
を
「
国
家
公
務
員
」
と
あ
る
の
は
」
に
、
「
当
該
職
員
の
勤
務
す
る
行
政
執
行
法
人
の
長
」
を
「
農
林

水
産
大
臣
等
」
に
、
「
前
項
中
「
行
政
執
行
法
人
の
長
」
を
「
第
十
五
項
中
「
農
林
水
産
大
臣
等
」
に
改
め
、
「
、
「
業
務
」



 
 

 

一
七 

と
あ
る
の
は
「
公
務
」
と
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
十
七
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

 
 

農
林
水
産
大
臣
等
は
、
三
歳
に
満
た
な
い
子
を
養
育
す
る
給
特
法
の
適
用
を
受
け
る
国
家
公
務
員
（
国
家
公
務
員
法
第

八
十
一
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
官
職
を
占
め
る
者
以
外
の
常
時
勤
務
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
国
家
公

務
員
に
あ
っ
て
は
、
第
十
六
条
の
八
第
一
項
の
規
定
を
適
用
す
る
と
し
た
な
ら
ば
同
項
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い

も
の
に
限
る
。
）
が
当
該
子
を
養
育
す
る
た
め
に
請
求
し
た
場
合
に
お
い
て
、
公
務
の
運
営
に
支
障
が
な
い
と
認
め
る
と

き
は
、
そ
の
者
に
つ
い
て
、
所
定
労
働
時
間
を
超
え
て
勤
務
し
な
い
こ
と
を
承
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

第
六
十
一
条
第
十
三
項
中
「
行
政
執
行
法
人
の
長
は
、
第
十
一
項
」
を
「
農
林
水
産
大
臣
等
は
、
第
十
三
項
」
に
、
「
職

員
」
を
「
国
家
公
務
員
」
に
、
「
業
務
」
を
「
公
務
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
五
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を

加
え
る
。 

 
 

前
三
項
の
規
定
は
、
行
政
執
行
法
人
の
職
員
（
国
家
公
務
員
法
第
八
十
一
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の

官
職
を
占
め
る
者
以
外
の
常
時
勤
務
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
職
員
に
あ
っ
て
は
、
第
十
六
条
の
六
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
第
六
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
を
適
用
す
る
と
し
た
な
ら
ば
第
十
六
条
の
六
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用

す
る
第
六
条
第
一
項
た
だ
し
書
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に



 

 
 

 

一
八 

お
い
て
、
第
十
三
項
中
「
給
特
法
の
適
用
を
受
け
る
国
家
公
務
員
」
と
あ
る
の
は
「
行
政
執
行
法
人
の
職
員
」
と
、
「
要

し
な
い
国
家
公
務
員
」
と
あ
る
の
は
「
要
し
な
い
職
員
」
と
、
「
農
林
水
産
大
臣
等
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
職
員
の
勤
務

す
る
行
政
執
行
法
人
の
長
」
と
、
「
当
該
国
家
公
務
員
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
職
員
」
と
、
前
項
中
「
農
林
水
産
大
臣
等
」

と
あ
る
の
は
「
行
政
執
行
法
人
の
長
」
と
、
「
国
家
公
務
員
」
と
あ
る
の
は
「
職
員
」
と
、
「
公
務
」
と
あ
る
の
は
「
業

務
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

第
六
十
一
条
第
十
二
項
を
同
条
第
十
四
項
と
し
、
同
条
第
十
一
項
中
「
行
政
執
行
法
人
の
職
員
」
を
「
給
特
法
の
適
用
を

受
け
る
国
家
公
務
員
」
に
、
「
職
員
に
」
を
「
国
家
公
務
員
に
」
に
、
「
当
該
職
員
の
勤
務
す
る
行
政
執
行
法
人
の
長
」
を

「
農
林
水
産
大
臣
等
」
に
、
「
職
員
の
要
介
護
家
族
」
を
「
国
家
公
務
員
の
要
介
護
家
族
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
三

項
と
し
、
同
条
第
十
項
中
「
前
三
項
」
を
「
第
八
項
か
ら
第
十
項
ま
で
」
に
、
「
第
七
項
中
「
行
政
執
行
法
人
の
職
員
」
を

「
第
八
項
中
「
給
特
法
の
適
用
を
受
け
る
国
家
公
務
員
」
に
、
「
職
員
」
と
あ
る
の
は
」
を
「
国
家
公
務
員
」
と
あ
る
の
は
」

に
、
「
当
該
職
員
の
勤
務
す
る
行
政
執
行
法
人
の
長
」
を
「
農
林
水
産
大
臣
等
」
に
、
「
前
項
中
「
行
政
執
行
法
人
の
長
」

を
「
第
十
項
中
「
農
林
水
産
大
臣
等
」
に
改
め
、
「
、
「
業
務
」
と
あ
る
の
は
「
公
務
」
と
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
十

二
項
と
し
、
同
条
第
九
項
中
「
行
政
執
行
法
人
の
長
は
、
第
七
項
」
を
「
農
林
水
産
大
臣
等
は
、
第
八
項
」
に
、
「
職
員
」



 
 

 

一
九 

を
「
国
家
公
務
員
」
に
、
「
業
務
」
を
「
公
務
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

 
 

前
三
項
の
規
定
は
、
行
政
執
行
法
人
の
職
員
（
国
家
公
務
員
法
第
八
十
一
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の

官
職
を
占
め
る
者
以
外
の
常
時
勤
務
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
職
員
に
あ
っ
て
は
、
第
十
六
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
第
六
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
を
適
用
す
る
と
し
た
な
ら
ば
第
十
六
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用

す
る
第
六
条
第
一
項
た
だ
し
書
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
第
八
項
中
「
給
特
法
の
適
用
を
受
け
る
国
家
公
務
員
」
と
あ
る
の
は
「
行
政
執
行
法
人
の
職
員
」
と
、
「
要
し

な
い
国
家
公
務
員
」
と
あ
る
の
は
「
要
し
な
い
職
員
」
と
、
「
農
林
水
産
大
臣
等
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
職
員
の
勤
務
す

る
行
政
執
行
法
人
の
長
」
と
、
第
九
項
中
「
国
家
公
務
員
」
と
あ
る
の
は
「
職
員
」
と
、
前
項
中
「
農
林
水
産
大
臣
等
」

と
あ
る
の
は
「
行
政
執
行
法
人
の
長
」
と
、
「
国
家
公
務
員
」
と
あ
る
の
は
「
職
員
」
と
、
「
公
務
」
と
あ
る
の
は
「
業

務
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

第
六
十
一
条
第
八
項
中
「
職
員
」
を
「
国
家
公
務
員
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
七
項
中
「
行
政
執

行
法
人
の
職
員
」
を
「
給
特
法
の
適
用
を
受
け
る
国
家
公
務
員
」
に
、
「
職
員
に
」
を
「
国
家
公
務
員
に
」
に
、
「
当
該
職

員
の
勤
務
す
る
行
政
執
行
法
人
の
長
」
を
「
農
林
水
産
大
臣
等
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
六
項
中
「
前



 

 
 

 

二
〇 

三
項
」
を
「
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
」
に
、
「
当
該
職
員
の
勤
務
す
る
行
政
執
行
法
人
の
長
」
を
「
給
特
法
第
四
条
に
規

定
す
る
農
林
水
産
大
臣
又
は
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
そ
の
委
任
を
受
け
た
者（
以
下
「
農
林
水
産
大
臣
等
」と
い
う
。）」

に
、
「
前
項
本
文
中
「
行
政
執
行
法
人
の
長
」
を
「
第
五
項
本
文
中
「
農
林
水
産
大
臣
等
」
に
改
め
、
「
、
「
業
務
」
と
あ

る
の
は
「
公
務
」
と
」
を
削
り
、
「
職
員
」
と
あ
る
の
は
」
を
「
国
家
公
務
員
」
と
あ
る
の
は
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第

七
項
と
し
、
同
条
第
五
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

 

６ 

前
三
項
の
規
定
は
、
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
行
政
執
行

法
人
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
行
政
執
行
法
人
」
と
い
う
。
）
の
職
員
（
国
家
公
務
員
法
第
八
十
一
条
の
五
第
一
項
に

規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
官
職
を
占
め
る
者
以
外
の
常
時
勤
務
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
職
員
に
あ
っ
て
は
、
第
十
一
条
第

一
項
た
だ
し
書
の
規
定
を
適
用
す
る
と
し
た
な
ら
ば
同
項
た
だ
し
書
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
）
に

つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
項
中
「
国
有
林
野
事
業
に
従
事
す
る
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
特
例
法

（
平
成
二
十
七
年
法
律
第 

 
 

号
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
給
特
法
」
と
い
う
。
）
の
適
用
を
受
け
る
国
家
公
務
員
」

と
あ
る
の
は
「
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
行
政
執
行
法
人
（
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
「
行
政
執
行
法
人
」
と
い
う
。
）
の
職
員
」
と
、
「
要
し
な
い
国
家
公
務
員
」
と
あ
る
の
は
「
要
し



 
 

 

二
一 

な
い
職
員
」
と
、
「
給
特
法
第
四
条
に
規
定
す
る
農
林
水
産
大
臣
又
は
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
そ
の
委
任
を
受
け

た
者
（
以
下
「
農
林
水
産
大
臣
等
」
と
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
職
員
の
勤
務
す
る
行
政
執
行
法
人
の
長
」
と
、

「
当
該
国
家
公
務
員
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
職
員
」
と
、
前
項
本
文
中
「
農
林
水
産
大
臣
等
」
と
あ
る
の
は
「
行
政
執
行

法
人
の
長
」
と
、
「
国
家
公
務
員
」
と
あ
る
の
は
「
職
員
」
と
、
「
公
務
」
と
あ
る
の
は
「
業
務
」
と
、
同
項
た
だ
し
書

中
「
要
し
な
い
国
家
公
務
員
」
と
あ
る
の
は
「
要
し
な
い
職
員
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
一
般
職
の
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
） 

第
十
三
条 

一
般
職
の
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
十
七
条
第
一
項
第
三
号
中
「
前
年
に
お
い
て
」
の
下
に
「
国
有
林
野
事
業
に
従
事
す
る
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
特
例

法
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第 

 
 

号
）
の
適
用
を
受
け
る
職
員
、
」
を
加
え
、
「
行
政
執
行
法
人
職
員
等
」
を
「
給
与
特

例
法
適
用
職
員
等
」
に
改
め
る
。 

 

（
国
家
公
務
員
倫
理
法
の
一
部
改
正
） 

第
十
四
条 

国
家
公
務
員
倫
理
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
二
条
第
二
項
第
五
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
項
第
四
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加



 

 
 

 

二
二 

え
る
。 

 
 

四 

国
有
林
野
事
業
に
従
事
す
る
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
特
例
法
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第 

 
 

号
）
の
適
用
を
受

け
る
職
員
で
あ
っ
て
、
そ
の
職
務
と
責
任
が
第
一
号
に
掲
げ
る
職
員
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
農
林
水
産
大
臣
が
定
め

る
も
の 

 
 

第
四
十
一
条
第
一
項
中
「
規
定
は
、
」
の
下
に
「
国
有
林
野
事
業
に
従
事
す
る
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
特
例
法
の
適
用

を
受
け
る
職
員
及
び
」
を
加
え
る
。 

 

（
国
家
公
務
員
倫
理
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
） 

第
十
五
条 

改
正
管
理
経
営
法
附
則
第
四
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
改
正
管
理
経
営
法
附
則
第
四
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後

の
国
家
公
務
員
倫
理
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
本
省
課
長
補
佐
級
以
上
の
職
員
で
あ
っ
た
こ
と
と
み
な
さ
れ
た
者
に
対

す
る
前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
国
家
公
務
員
倫
理
法
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
国
家
公
務
員
倫
理
法
」
と
い
う
。
）

第
六
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
者
は
、
新
国
家
公
務
員
倫
理
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
本
省
課
長
補

佐
級
以
上
の
職
員
と
み
な
す
。 

 

（
判
事
補
及
び
検
事
の
弁
護
士
職
務
経
験
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
改
正
） 



 
 

 

二
三 

第
十
六
条 

次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
中
「
行
政
執
行
法
人
職
員
等
」
を
「
給
与
特
例
法
適
用
職
員
等
」
に
改
め
る
。 

 

一 
判
事
補
及
び
検
事
の
弁
護
士
職
務
経
験
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）
第
十
条
第
二
項 

 

二 

独
立
行
政
法
人
通
則
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年

法
律
第
六
十
七
号
）
附
則
第
四
条
及
び
第
七
条 

 

三 

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
百
五
号
）
附
則
第
十
六

条
第
六
項 

 

四 

民
間
資
金
等
の
活
用
に
よ
る
公
共
施
設
等
の
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
中
第
七
十
七
条

の
次
に
二
条
を
加
え
る
改
正
規
定
（
第
七
十
八
条
第
三
項
及
び
第
六
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
同
法
附
則
第
二
条 





 
 

 

二
五 

 
 
 
 

 

理 

由 

 

国
有
林
野
事
業
に
従
事
す
る
職
員
に
つ
い
て
行
政
執
行
法
人
の
労
働
関
係
に
関
す
る
法
律
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
当

該
職
員
の
給
与
等
に
関
し
国
家
公
務
員
法
の
特
例
等
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ

る
。 


